
アカデミア発シーズの特徴
・治療満足度が低く、薬剤の貢献度が低い領域のシーズが多い治療満足度 低 、薬剤 貢献度 低 領域 多
・新規技術が多い：再生医療、遺伝子治療、免疫療法、新規デバイス →低分子薬少ない
・稀少疾病、患者・家族に長期負担がかかる疾病、がんを対象にしたシーズが多い

文科省橋渡し拠点育成してるシーズ

医薬産業政策研究所作成（2008年9月）の図に追記



治験中核病院・拠点医療機関との連携に向けて治験中核病院 拠点医療機関 連携 向け

アカデミア発シ ズの共同臨床研究 医師主導治験• アカデミア発シーズの共同臨床研究・医師主導治験

（特に患者リクルート、レジストリ）

• 企業治験の共同実施＝自主財源づくり

橋渡し業務の相互発注 ＤＣ等設備の相互利用• 橋渡し業務の相互発注、ＤＣ等設備の相互利用

• 人材育成・キャリアパスでの連携

• 先進医療等の協力施設

地理的偏在 分野偏在 補完• 地理的偏在・分野偏在の補完
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